
 

 

 

第３８回 区政世論調査 結果のあらまし 

 

■ 調査の概要 

 

（１）調査対象  中央区に居住する満 20 歳以上の男女個人 

（２）対 象 者    ２,０００人 

（３）抽出方法    無作為抽出法 

平成 20 年４月 30 日現在の住民基本台帳に登録された満 20 歳

以上の男女 94,575 人より一定の割合で系統的に抽出 

（４）調査方法  郵送配布・郵送回収 

（５）調査時期  平成２０年６月２日（月）～６月１６日（月） 

（６）調査項目    ① 定住性                 ⑧ 町会・自治会 

② 健 康                  ⑨ 国際交流 

③ 高齢者対策              ⑩ 防災対策 

④ 子育て支援         ⑪ ごみの分け方・減量 

⑤ 区政情報の入手方法   ⑫ 図書館サービス 

⑥ 防犯対策        ⑬ 施策の要望・評価 

⑦ 区内共通買物券（ハッピー買物券） 

（７）調査結果    別紙のとおり（抜粋） 

（８）調査機関   株式会社ダイナックス都市環境研究所 

（９）回収結果   回収数 １,０６５  回収率 53.3％ 



1．定住性 

■居住年数                ■愛着心 
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 中央区に「３年未満」または「３年以上６

年未満」の『短期居住者』は 37.6％と４割

弱を占め、「20 年以上」または「生まれてか

らずっと」住んでいる『長期居住者』（38.8％）

とほぼ同じ割合である。 

 前回の調査結果と比較すると『短期居住者

は５ポイント増加し、『長期居住者』は６ポ

イント減少している。 

 中央区に愛着を「非常に感じる」または

「少しは感じる」のは、83.5％で８割を超

える。一方、「あまり感じない」または「感

じない」のは、12.7％と１割強である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■定住意向 

 

 
 中央区に今後も「住み続けたい」（54.0％）

は半数を超え、「できれば住み続けたい」と

合わせた定住意向のある人は、85.3％と８

割を超える。「できれば転出したい」と「転

出したい」を合わせた定住意向のない人は

4.1％である。 

また、「わからない」（10.6％）が１割を

占めている。 

 



2．健康 

■区に望む健康維持のための施策 

58.6 

31.9 

30.2 

29.8 

25.4 

24.4 

16.8 

14.9 

12.4 

9.9 

0 20 40 60

健康診査・がん検診

感染症に関する事業

健康に関する情報提供

介護予防

食育や運動・料理・栄養に関する健康づくり事業

心の健康

メタボリックシンドロームなどの予防

歯の健康づくり

母親学級や離乳食講習会などの母子保健

禁煙教室などのたばこ対策

(%)

(n＝1065)
上位10項目

（新型インフルエンザやエイズなどの性感染症など）

 

   

 

 

 

 
 今後、力を入れてほしい施策は、「健康

診査・がん検診」が 58.6％と半数を超え

る。次いで「感染症に関する事業」が

31.9％、「健康に関する情報提供」が

30.2％となっている。 

 また、「メタボリックシンドロームなど

の予防（糖尿病や高血圧などの生活習慣

病の予防）」は 16.8％と、１割台半ばにと

どまっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3．高齢者対策 

■要介護時における暮らし方 

 

14.9 

33.3 

16.5 

8.0 

6.0 

7.7 

その他

2.6 

9.3 

無回答

1.6 

(%)

n
1065

主に家族の介護を受けながら、

自宅で暮らしたい

介護付き有料老人ホーム

に入りたい

主に介護サービスなどを利用して、

自宅で暮らしたい

数人で暮らせる、家庭的な

介護付きホームで暮らしたい

特別養護老人ホームなどの

介護施設に入りたい

高齢者向けの住宅に住み替えて、

介護サービスなどを利用しながら暮らしたい

わからない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 介護が必要になった場合の暮らし方は、「主に介護サービスなどを利用して、自宅で暮らした

い」（33.3％）がもっとも多く、「主に家族の介護を受けながら、自宅で暮らしたい」（14.9％）

と合わせると、『自宅で暮らしたい』人は半数近くになっている（48.2％）。 
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57.3 

48.2 

46.2 

45.3 

40.3 

36.1 

35.0 

33.8 

0 20 40 60

ひとり暮らしなどの高齢者への支援

在宅の介護保険サービス（ホームヘルプ

サービス、デイサービス、ショートステイなど）

特別養護老人ホームや老人保健施設などの

入所施設の整備

高齢者の働く機会や場（仕事の紹介など）

健康づくり（健康診査、健康相談、保健・食育

講習会、介護予防教室など）

介護者教室など介護している人への支援

生きがいづくりの支援（生涯学習の充実や高

齢者クラブの活動支援など）

介護保険サービス以外の保健福祉サービス

（食事サービス、紙おむつの支給など）

(%)

(n＝1065)
上位8項目

■区に望む高齢者保健福祉サービス 

 

 

 

 

 

 今後、力を入れてほしい施策は、「ひ

とり暮らしなどの高齢者への支援」が

57.3％と半数を超える。次いで「在宅

の介護保険サービス（ホームヘルプサ

ービス、デイサービス、ショートステ

イなど）」が 48.2％、「特別養護老人

ホームや老人保健施設などの入所施

設の整備」が 46.2％と、いずれも半

数近くなっている。 

 

 

 前回の調査結果でも上位３項目は

変わらないが、１位は６ポイント増加

している。 

 

39.6 

31.4 

22.3 

20.2 

18.6 

12.5 

7.8 

3.7 

3.2 

0 10 20 30 40 50

保育所・幼稚園などの施設整備

職業生活と家庭生活との両立の推進

経済的な支援の充実

子どもの健やかな成長のための教育環境の整備

公園の整備など、子どもを安心して育てることができ

る環境整備

 4．子育て支援 

子育 て仲間が交流し、情報交換のできる場の充実

情報の提供や相談サービスの充実

児童虐待防止対策の充実

母親と乳幼児などの健康の確保及び増進

(%)

(n＝1065)
上位9項目

■区に望む子育て支援策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要な区の子育て支援は、「保育所・幼稚園などの施設整備」（39.6％）が約４割でもっとも多く、以下、

「職業生活と家庭生活との両立の推進」（31.4％）、「経済的な支援の充実」（22.3％）となっている。 

 
 前回の調査結果と比較すると、「保育所・幼稚園などの施設整備」が６ポイント増加している。 
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5．区政情報の入手方法 

79.8 

29.4 

27.5 

20.3 

9.9 

1.0 

4.3 

0 20 40 60 80 100

町なかにある区の掲示板

区のパンフレットなどの印刷物

中央区のホームページ

新聞の地域情報欄

その他

区の広報紙

「区のおしらせ 中央」

(%)

(n＝1065)

民間コミュニティFM
「中央エフエム・ラジオシティ」

■現在の情報の入手方法            

              

           

 

 

 区政情報の入手方法は、「区の広報紙

『区のおしらせ 中央』」（79.8％）が

約８割で、前回の調査結果と同様に圧

倒的多数を占めている。 

 

 

 

「民間コミュニティＦＭ『中央エフ

エム・ラジオシティ』」（1.0％）は前回

の調査結果同様、割合がもっとも低い。 

 

 

 

■希望する情報の入手方法 

74.3 

33.0 

32.7 

28.1 

14.2 

8.9 

0.8 

3.0 

0 20 40 60 80 100

区のパンフレ
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ットなどの印刷物

中央 ホームページ

町なかに る区の掲示板

新聞の地域情報欄

ＣＡＴＶ（ケーブルテレビ）

その他

(%)

区の 紙

「区のおしらせ 中央」

民間コミュニティFM
「中央エフエム ラジオシティ」

 

広報 

 

 
 今後の情報入手方法の希望は、「区の広報紙『区のおし

らせ 中央』」（74.3％）が７割を超える。「ＣＡＴＶ（ケ

ーブルテレビ）」の希望は、１割に満たない（8.9％）。現

在の情報入手方法（前問）と比べて、「中央区のホームペ

ージ」や「新聞の地域情報欄」の希望が高くなっている。

 前回の調査結果と比較すると、「区のパンフレットなど

の印刷物」（33.0％）が４ポイント増加している。 

区の 

 
あ
 

 

 

 

・
 (n＝1065)
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18.9 

18.6 

18.1 

18.0 

17.7 

16.9 

15.0 

13.9 

10.4 

4.5 

5.9 
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空き巣

ひったくり

放火

痴漢・強制わいせつ

強盗

振り込め詐欺

傷害・暴行

子どもの誘拐・連れ去り

少年犯罪

自動車（自転車）泥棒・車上ねらい

暴力団員による犯罪

すり・置き引き

その他

(%)

(n＝1065)

 

 6．防犯対策 

■犯罪に対する不安感 

 

 

 

 不安を感じる犯罪は、「空き巣」

（42.6％）が４割を超え、圧倒的多数を

占める。以下、「ひったくり」（19.8％）、

「放火」（18.9％）、「痴漢・強制わいせ

つ」（18.6％）となっている。 

前回の調査結果と比較すると、 

  
「放火」が４ポイント減少、「痴 

漢・強制わいせつ」が３ポイント 

増加している。 

 



7．区内共通買物券（ハッピー買物券） 

■共通買物券の周知度 

42.2 

28.2 

27.3 

2.3 

発行の目的を含めて

共通買物券を知っている

発行の目的は知らないが、

共通買物券は知っている

知らない

無回答

(%)

n
1065

 

 

 

 

 

 景気拡大を図るとともに、区内中小小売店の

顧客を増加させる目的で区が発行する、共通買

物券（ハッピー買物券）を「発行の目的を含め

て知っている」のは、４割を超える（42.2％）。

 

 

 

 

 

 

 

■共通買物券を購入しなかった理由 
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【「その他」の内訳】 

29.1 

18.7 

18.7 

0 10 20 30

必要ない・機会がない

(%)

販売日時に区役所に

行くことができないから

（n=134）

上位3項目

購入方法・取扱店

を知らない

買物券に

魅力を

感じなかった

45.2 

使いたいお店が

取扱店になかった
14.2 

購入しようと思ったが

売り切れていた
7.6 

くに

取扱店がなかった
6 

近

7.

その他

24.1

無回答

1.3  

 

 

 

 n
555 

 

 

 

 (%)

 

 

 

加入している

58.8 

加入していない

38.6 

無回答 2.6 

(%)

 8．町会・自治会           

■町会・自治会の加入状況          

  

 

 町会・自治会へは、「加入している」（58.8％）

が６割近くを占め、「加入していない」（38.6％）

を大きく上回っている。 
n

1065

 

「発行の目的は知らない」と合わせると、共

通買物券を『知っている』のは７割（70.4％）

である。 

  

 前問で、買物共通券を『知っている』人が購入しな

かった理由は、「買物券に魅力を感じなかった」

（45.2％）が半数近くを占める。また、24.1％を占め

た「その他」の内訳は、「購入方法･取扱店を知らない」

（29.1％）が約３割となっている。 



24.1 

32.4 10.1 

21.7 

2.5 
無回答

9.1 

それぞれの

言語の学習・理解

外国人との交流

の場所や機会

地域活動への

外国人の参加

外国の文化や

生活習慣の理解

その他

(%)

n
1065

9．国際交流 

■在住外国人と交流するため必要なこと 
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70.1 
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35.8 
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電気・給排水設備などが停止すると、

自宅で生活ができるか不安

建物に大きな被害がある（つぶれてし

まう）のではないか不安

家具の下敷きになってけがなどする

のではないか不安

エレベーターが停止すると、自宅で生

活ができるか不安

その他

不安はない

(%)

(n＝1065)

40.8 

8.3 14.0 

15.4 

6.1 

10.9 
4.5 設置義務は知っているし、

すべて設置も済んでいる

(%)

n
1065

設置義務は知らなかったが、

すべて設置されている

設置義務は知っているが、

設置していない
設置義務は知っているし、

一部設置した（設置されている）

設置義務は知らないし、

設置もしていない

設置義務は知らなかったが、

一部設置されている

無回答

 

 

 

 

 交流のために必要なことは、「外国人と

の交流の場所や機会」（32.4％）が３割を

超えもっとも多く、以下「それぞれの言語

の学習・理解」（24.1％）、「外国の文化や

生活習慣の理解」（21.7％）となっている。

 

 

10．防災対策 

■住まいの安全性について不安なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 住まいの安全性についての不安は、

「電気・給排水設備などが停止すると、

自宅で生活ができるか不安」（70.1％）

が７割でもっとも多く、以下「建物に大

きな被害がある（つぶれてしまう）ので

はないか不安」（54.0％）、「家具の下敷

きになってけがなどするのではないか

不安」（35.8％）となっている。 

一方、「不安はない」は 4.7％である。 

 

 

■住宅用火災警報器の設置状況 

 

 

  住宅用火災警報器の「設置義務

は知っているし、すべて設置も済

んでいる」（40.8％）が、４割で最

も多い。また、設置義務について

は、『知っている』を合わせると、

６割を超える（63.1％）。 

設置については、「すべて」また

は「一部」設置済みを合わせると、

７割となる（70.6％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 



全員

知っている
15.9 

８割くらい

知っている
9.6 

半分くらい

知っている
14.6 

２割くらい

知っている
16.9 

ほとんど

知らない
41.2 

無回答 1.9 

(%)

n
794

■集合住宅に住む方で同階居住者の周知状況 

 

 

 

 

 集合住宅では、同階居住者を「全員知っている」

（15.9％）が１割台半ばである一方、「ほとんど知

らない」（41.2％）が４割を超えている。 

 

 

 

11．ごみの分け方・減量 

 

知っている

92.3 

知らない

7.1 
無回答

0.6 

(%)

n
1065

■ごみの分け方変更の認知 

  ごみの分け方が変わったことを「知ってい

る」人は９割を超え（92.3％）、認知度は高い。 

  一方、１割に満たないものの、「知らない」

人も未だ 7.1％ある。  

 

 

 

 

■ごみ減量のために必要なこと 

 

61.8 

40.3 

23.7 

21.2 

19.5 

16.8 

0 20 40 60 80

集団回収などの普及・啓発を行う

(%)

(n＝1065)
上位6項目

製造業者や小売店などに対し過剰包装を
 

や めるなど、ごみ減量に配慮するよう指導する

ごみの分別をもっと細分化し、

ごみと資源を分ける

リサイクルハウスかざぐるまなど、

不用品交換事業を充実する

区内の事業者に対し

ごみ減量などの指導を強化する

 
３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）

についての啓発を行う
  

 

 
 ごみを減らすために必要な対策は、「製造業

者や小売店などに対し過剰包装をやめるなど、

ごみ減量に配慮するよう指導する」（61.8％）

が６割を超え最も多く、以下「３Ｒ（リデュー

ス、リユース、リサイクル）についての啓発を

行う」（40.3％）、「ごみの分別をもっと細分化

し、ごみと資源を分ける」（23.7％）となって

いる。 
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12．図書館サービス 

 週２回以上

1.1 週１回程度

4.4 

月１～２回

程度
12.3 

２～３ヵ月に

１回程度
9.4 

年１～２回程度

14.9 

利用して

いない
56.2 

無回答

1.6 

(%)

n
1065

■区立図書館の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 過去１年間の区立図書館の利用状況は、「利

用していない」（56.2％）が半数を超えている。

『利用した』場合では、「年１～２回程度」

（14.9％）が最も多く、以下「月１～２回程

度」（12.3％）、「２～３ヶ月に１回程度」

（9.4％）となっている。 

 

 

 

47.3 

28.5 

23.6 

14.9 

14.6 

12.9 

10.9 

6.9 

4.6 

0 10 20 30 40 50

蔵書数や資料の充実

閲覧、貸出、返却サービスの向上

児童室の充実

ビジネスを支援するコーナーの設置

地域資料室の充実

(%)

(n＝1065)
上位9項目

落ち着いて本が読める

読書サロンや学習ブースの設置

図書館行事やイベント、講演などに

利

 

■新たに整備予定の図書館に期待すること 
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用できる多目的ホールの設置

インターネットの利用など

ＯＡ機器の充実

利用者相談

(レファレンスサービス)の充実

 

 

  新たに整備予定の図書館に期待することは、

「落ち着いて本が読める読書サロンや学習ブ

ースの設置」（47.3％）が５割弱で最も多い。

以下「蔵書数や資料の充実」（28.5％）、「閲覧、

貸出、返却サービスの向上」（23.6％）となっ

ている。 

 



13．施策の要望・評価 

■区の施策の満足度と重要度 

満足度が高いのは「公園・緑地・水辺の整備」、低いのは「駐車場・駐輪場の整備」。 

重要度が高いのは「高齢者福祉・介護」、低いのは「男女共同参画社会の推進」。 

 

【満足度】 【重要度】 満
足

や
や
満
足

普
通

や
や
不
満

不
満

無
回
答

1.5 

0.6 

1.1 

0.9 

1.3 

0.5 

1.5 

2.2 

2.3 

1.6 

1.6 

2.2 

1.8 

3.3 

2.3 

2.8 

2.2 

4.1 
3.3 

3.8 

3.9 

8.1 

19.3 
3.3 

3.6 

3.9 

4.9 

6.0 

7.6 

7.6 

7.5 

8.7 

9.1 

8.6 

9.7 

8.6 

9.9 

10.3 

11.3 

10.1 

12.1 

12.3 

16.5 

22.4 

51.4 

59.2 

66.8 

61.2 

63.6 

64.2 

59.0 

48.6 

58.8 

53.6 

57.2 

51.0 

59.4 

41.6 

55.4 

54.6 

58.6 

53.9 

59.4 

51.3 

52.8 

36.2 

7.5 

9.1 

4.8 

9.7 

5.8 

6.7 

7.3 

14.4 

7.1 

12.1 

8.4 

11.7 

8.3 

19.0 

10.3 

10.2 

5.5 

9.8 

4.2 

7.1 

7.8 

13.1 

1.1 

4.6 
0.9 

3.0 

1.9 

1.5 

2.3 

6.7 
2.1 

4.5 
3.0 

6.7 
1.6 

10.0 

3.8 

3.7 
2.0 

3.9 
0.8 

2.4 

1.5 

4.9 

19.2 

23.3 

22.8 

21.2 

22.5 

21.1 

22.3 

20.6 

22.2 

19.4 

20.8 

19.8 

19.2 

17.6 

18.4 

18.3 

20.5 

18.1 

20.2 

23.1 

17.5 

15.3 

区の施策を総合的に見ると

中小企業対策

男女共同参画社会の推進

消費者生活対策

青少年対策

コミュニティの育成

地域情報化の推進

住宅対策

障害者福祉

環境保全・公害対策

学校教育の充実

再開発等による地域整備

生涯学習・文化・スポーツの振興

駐車場・駐輪場の整備

高齢者福祉・介護

防災・防犯対策

観光振興

道路環境整備、交通安全対策

保健衛生

子育て支援

清掃・リサイクル事業の推進

公園・緑地・水辺の整備

(%)
ｎ＝1065

た
い
へ
ん
重
要

比
較
的
重
要

普
通

無
回
答
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11.2 
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15.4 
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14.6 
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24.5 

21.6 

24.8 

30.0 

35.6 

29.0 

29.8 

39.6 

34.9 
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49.8 

53.1 

25.4 

25.8 

28.0 
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28.5 

29.8 

27.1 

29.4 

29.7 

27.5 

31.2 

29.0 

28.3 

23.9 

30.9 

31.3 

23.8 

28.6 

21.5 

17.6 

17.3 

38.4 

39.0 

37.6 

31.5 

30.6 

32.4 

30.2 

25.9 

26.6 

22.7 

24.3 

22.3 

17.3 

17.0 

18.3 

16.1 

11.7 

13.2 

11.5 

8.2 

8.0 

26.0 

24.0 

24.4 

25.1 

25.7 

23.2 

23.9 

24.0 

23.4 

25.3 

22.9 

23.8 

24.5 

23.5 

21.8 

22.9 

24.9 

23.2 

22.2 

24.5 

21.7 

男女共同参画社会の推進

観光振興

コミュニティの育成

中小企業対策

地域情報化の推進

生涯学習・文化・スポーツの振興

再開発等による地域整備

消費者生活対策

駐車場・駐輪場の整備

青少年対策

道路環境整備、交通安全対策

住宅対策

保健衛生

学校教育の充実

公園・緑地・水辺の整備

清掃・リサイクル事業の推進

障害者福祉

環境保全・公害対策

防災・防犯対策

子育て支援

高齢者福祉・介護

(%)
ｎ＝1065
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（%） （%）

①公園・緑地・水辺の整備 30.5 ①高齢者福祉・介護 70.4

②清掃・リサイクル事業の推進 20.4 ②子育て支援 67.4

③子育て支援 16.1 ③防災・防犯対策 66.4

④保健衛生 15.4 ④環境保全・公害対策 63.5

⑤道路環境整備、交通安全対策 14.2 ⑤障害者福祉 63.4

①駐車場・駐輪場の整備 29.0 ①男女共同参画社会の推進 35.6

②住宅対策 21.1 ②観光振興 37.0

③再開発等による地域整備 18.4 ③コミュニティの育成 38.0

④公園・緑地・水辺の整備 18.0 ④中小企業対策 43.4

⑤環境保全・公害対策 16.6 ⑤地域情報化の推進 43.6

【
上
位

】

【
下
位

】

【
下
位

】

【
上
位

】

  左記のグラフをみると、満足度と重要度のそれぞれ上位・下位５位は次のようになっている。 

満足度
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子育て支援

障害者福祉

高齢者福祉・介護

保健衛生

男女共同参画社会の推進

住宅対策 公園・緑地・水辺の整備

消費者生活対策

環境保全・公害対策

清掃・リサイクル事業

の推進

駐車場・駐輪場の整備
道路環境整備、

交通安全対策

防災・防犯対策

再開発等による地域整備

中小企業対策

学校教育の充実

青少年対策

生涯学習・文化・

スポーツの振興

コミュニティの育成
観光振興

地域情報化の推進

1.0 

3.0 

5.0 

7.0 

9.0 

-2.0 -1.5 -1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 

重

要

度

満 足 度

高

高
低

重要度
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■区の施策の満足度と重要度の相関 

 

 
 このグラフは、満足度と重要度を相関させた散布図である。横軸は満足度を、縦軸は重要度を表し、

右に位置するほど満足度が高く、上に位置するほど重要度が高いことを表している。 

 

 

 

 

 

 



■区の施策への要望 

 

 

 

37.9 

28.8 

28.0 

18.0 

14.1 

13.9 

13.6 

10.8 

9.7 

9.6 
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高齢者福祉・介護

防災・防犯対策

子育て支援

公園・緑地・水辺の整備

環境保全・公害対策

学校教育の充実

住宅対策

消費者生活対策

障害者福祉

駐車場・駐輪場の整備

(%)

8.9 

8.6 

7.4 

7.1 

5.4 

5.1 

3.2 

3.2 

2.8 

2.5 

1.7 

0 10 20 30 40

保健衛生

清掃・リサイクル事業の推進

生涯学習・文化・スポーツの振興

再開発等による地域整備

中小企業対策

道路環境整備、交通安全対策

青少年対策

地域情報化の推進

観光振興

コミュニティの育成

男女共同参画社会の推進

(%)

(n＝1065)

 

今後力を入れてほしい施策は、「高齢者福祉・介護」が（37.9％）４割弱で最も多く、次いで「防災・

防犯対策」（28.8％）、「子育て支援」（28.0％）となっている。 

前回の調査結果と比較すると、「公園・緑地・水辺の整備」（18.0％）が３ポイント増加、「環境保全・

公害対策」（14.1％）が４ポイント減少、「住宅対策」（13.6％）が９ポイント減少している。  
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